
Ｉ

Ｋ

Ｇ

の 

 
旅

館

経

営

再

生

塾 

 
 

第

五

十

九

回 

 

「

個

人

情

報

保

護

法

」

〜

そ

の

８ 

 
 
 
 
 
 

 

執

筆

担

当

者 

 
 
 
 

 

滝

花

 

雄

次

 
 

個

人

情

報

保

護

の

た

め

の

、

社

内

体

制

作

り

の

一

つ

の

方

法

と

し

て

、｢

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

｣

の

取

得

が

あ

る

。 

｢

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

｣

は

、
個

人

情

報

の

漏

洩

を

防

ぐ

た

め

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

シ

ス

テ

ム

で

あ

り

、

個

人

情

報

を

、

適

切

に

管

理

す

る

体

制

を

作

り

、

そ

れ

を

実

践

し

て

い

る

組

織

に

対

し

て

与

え

ら

れ

る

も

の

で

あ

る

。 

付

与

さ

れ

た

マ

ー

ク

は

、

名

刺

や

会

社

案

内

、

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

等

に

使

用

す

る

こ

と

が

出

来

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

お

客

様

や

取

引

先

に

対

し

て

ア

ピ

ー

ル

出

来

、

社

会

的

信

用

を

得

や

す

い

と

い

う

メ

リ

ッ

ト

も

あ

る

。 

社

内

的

に

も

社

員

の

意

識

向

上

や

、

リ

ス

ク

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

の

強

化

に

繋

が

っ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。 

ま

た

、｢

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

｣

の

取

得

を

目

指

し

て

い

く

過

程

で

、

組

織

内

で

の

仕

組

み

作

り

、

意

識

改

革

、

教

育

等

に

よ

り

組

織

自

体

が

活

性

化

し

て

い

く

と

い

う

メ

リ

ッ

ト

も

考

え

ら

れ

る

。 

｢

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

｣
を

取

得

す

る

た

め

に

は

、

付

与

す

る

機

関

Ｊ

Ｉ

Ｐ

Ｄ

Ｅ

Ｃ

（

財

）

日

本

情

報

処

理

開

発

協

会

の

審

査

を

受

け

認

定

さ

れ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。 

認

定

ま

で

の

手

続

き

は

お

お

よ

そ

次

の

よ

う

に

な

る

。 

一

、

 

社

内

体

制

の

確

立

・

社

内

教

育 

二

、

 

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

・

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

策

定

（

規

定

や

規

則

を

決

め

る

） 

三

、

 

実

施

・

運

用

（

コ

ン

プ

ラ

イ

ア

ン

ス

・

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

実

際

に

実

施

す

る

） 

四

、

 

認

定

機

関

へ

の

申

請 

五

、

 

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

の

審

査

（

審

査

機

関

に

よ

り

、

書

類

の

審

査

や

、

現

状

調

査

及

び

面

談

が

行

わ

れ

る

） 

六

、

 

契

約

（

審

査

で

認

定

を

受

け

る

と

、

Ｊ

Ｉ

Ｐ

Ｄ

Ｅ

Ｃ

か

ら

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

の

使

用

許

諾

契

約

書

が

発

行

さ

れ

る

） 

 

認

定

を

受

け

、｢

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

マ

ー

ク

｣

を

取

得

し

て

も

、

永

久

に

使

用

で

き

る

訳

で

は

な

く

、

期

間

は

二

年

に

限

定

さ

れ

て

い

る

、

使

用

を

継

続

す

る

た

め

に

は

、

更

新

審

査

を

受

け

る

必

要

が

あ

り

、

絶

え

ず

体

制

を

維

持

し

て

い

く

努

力

が

必

要

と

な

る

。 

 
｢

個

人

情

報

保

護

法

｣

に

対

し

て

組

織

全

体

で

真

剣

に

取

り

組

み

、

法

律

に

対

応

し

て

い

る

こ

と

を

宣

言

し

、

他

社

と

の

差

別

化

を

す

る

こ

と

で

、

お

客

様

や

取

引

先

か

ら

、

信

用

の

お

け

る

企

業

と

し

て

の

評

価

を

得

る

こ

と

が

で

き

る

。

そ

れ

に

よ

り

、

新

た

な

ビ

ジ

ネ

ス

チ

ャ

ン

ス

が

生

ま

れ

る

可

能

性

も

あ

る

。 

 
｢

個

人

情

報

保

護

法

｣

は

、

現

場

だ

け

の

問

題

で

は

な

く

、

経

営

者

自

身

が

取

り

組

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

経

営

問

題

で

あ

る

。 


